
2006年4月開校へ同志社小学校の起工式

起工式で挨拶をする八田大学長左は野本理事長、右に大谷総長、鈴木直人大学文学部教授(小学校長予定者

1月31日、建設地の岩倉校地北グラウンドで、大学附属小学校の起工式が大谷實総長、

野本真也理事長、八田英二大学長をはじめ教職員、工事関係者が出席して行われた。

校舎の完成は今年12月の予定。地上2階の鉄骨・鉄筋コンクリート造りで、設計は株

式会社高松伸建築事務所、設計監修は学校建築の第人者である長澤悟東洋大学教授。

闇ι■釘

'鍬入れを行う右から大谷総長、野本理事艮、

八田大学長。左手前は設計扣『の高松伸京都

大学教授。

児童の創造性や自主性を育む身

豊かな空間に満ちた校舎完成予定図。
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新
島
襄
の
一
言
葉

鈴
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人
(
大
学
文
学
部
教
授
)

真
理
は
寒
梅
の
似
し
、
敢
え
て
風
雪
を
侵
し
て
開
く

寒
梅
館
の
名
の
兀
と
な
り
同
志
社
礼
拝
堂
前
の
碑
に
刻
ま
れ
た
、
同

志
社
人
な
ら
誰
し
も
知
る
こ
の
句
は
、
明
治
N
年
同
志
社
を
卒
業
し
、
後

に
1
本
銀
嘉
裁
と
な
っ
た
深
井
英
五
に
贈
ら
れ
た
色
紙
に
由
来
す
る

こ
の
句
は
真
理
を
追
究
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
を
風
雪
の
中
に
咲
く
寒
梅
に

答
え
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
真
理
に
つ
い
て
、
同
志
社
時
報
1
0

6
丹
(
1
9
9
8
年
円
月
号
)
の
本
欄
で
本
井
康
博
神
学
部
教
授
は
「
真

理
之
囚
人
コ
ソ
貞
三
自
由
人
ナ
レ
」
と
い
う
園
葉
を
解
説
し
、
「
新
島
自

身
が
真
理
と
は
な
ん
ぞ
、
こ
れ
天
の
道
な
り
と
喝
破
し
て
い
る
よ
う

に
、
新
島
に
と
っ
て
真
理
と
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
新
島
襄
の
漢
詩
(
同
志
社
新
島
研
究
会
発
行
)
の
著
者

小
川
与
四
郎
は
、
こ
の
句
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
寒
梅
詩
」

(
「
庭
上
寒
梅
、
笑
伎
風
雪
開
、
不
争
又
不
力
、
自
占
百
花
魁
」
)
の
解

説
で
、
「
暖
か
い
大
磯
で
は
、
梅
は
早
く
も
暮
れ
か
ら
綻
ぴ
は
じ
め
る
と

い
う
百
足
屋
の
庭
の
梅
も
暮
れ
か
正
月
に
は
、
笑
顔
の
よ
う
な
美
し
い

花
を
開
き
始
め
、
ふ
く
よ
か
な
香
り
を
漂
わ
せ
て
病
人
を
慰
め
た
で
あ
ろ

う
香
骨
吟
身
共
に
清
絶
の
境
に
入
り
、
し
ぱ
し
天
地
の
心
に
思
い
を
い

た
し
た
る
か
。
ま
こ
と
に
格
麹
局
き
こ
の
一
詩
、
そ
れ
は
梅
花
を
詠
じ
て

自
ず
と
『
従
容
身
を
自
然
に
委
ね
魂
を
天
父
に
任
せ
』
た
る
者
の
姿
を
映

し
出
し
た
る
が
如
し
」
と
記
し
て
い
る
松
山
義
則
一
黒
長
は
同
志
社
を

去
る
教
職
員
一
人
ひ
と
り
に
「
寒
梅
詩
」
の
「
笑
侵
風
雪
開
」
を
墨
し
、

'
,

饅
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
葉
に
籠
め
ら
れ
た
新
島
の
思
い
を

胸
に
、
同
志
社
を
旅
立
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る

、
〆
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